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■試験機外観

■全固体電池専用
　グローブボックス

❶概要

❷主な仕様

❸特徴

　輸送機分野では、軽量化などを目的として構造部材にまで樹脂材料の
適用が進んでいます。樹脂材料は吸湿によって強度が低下する特性をも
つことから、温度ならびに湿度制御下での疲労特性評価が必要となりま
す。当社ではこの要望に応えるべく、スタンドタイプとしては最大級のサ
イズを確保した、恒温恒湿槽付きの疲労試験機を導入することで、テスト
ピースのみならず、より実機挙動に近い試験方案の提案が可能となり、
お客さまの強度設計に対するサポートを、より幅広く対応できるように
なりました。

⑴ スタンドタイプとしては最大級の恒温槽内寸
⑵ 温度制御のみの場合、恒温槽レベルの
　 －60℃まで冷却可能
　 （湿度制御の場合：10℃まで）

❹適用例

⑴ 樹脂製エンジマウント部品の実機挙動
　 模擬による強度特性調査
⑵ 規格形状のテストピースでは試験空間
を最も必要とする炭素繊維強化プラス
チックの両振り平面曲げ

　 疲れ試験 （JIS K 7082）

⑴ 荷 重 容 量：±50kN
⑵ 最大ストローク：±25mm
⑶ 恒 温 槽 内 寸：600mm×300mm×300mm
⑷ 恒温恒湿制御：60 ～ 90%RH at 10 ～20℃

50 ～ 90%RH at 20 ～ 60℃
30 ～ 90%RH at 60 ～ 80℃

⑸ 温 度 制 御：－60℃～＋250℃

「全固体」リチウムイオン電池の試作・評価サービス

❶概要

　全固体電池の試作評価サービスを始めました。
　来るEV車、PHEV車時代に向けて、より高エネルギー密度の革新型
電池として、研究開発が加速しつつある全固体電池について、固体電解
質の合成から、全固体電池の試作、特性評価までを、全固体電池の研究
開発を全面支援します。

❷試作・評価サービスメニュー

⑴ 固体電解質の合成
　 　ドライルーム内に設置したボールミル、焼成炉を用い、LPS（Li7P3S11）
やLGPS（Li10GeP2S12）などの硫化物系固体電解質の合成試験が可
能です。合成した固体電解質は大気非開放にて結晶構造調査
（XRD）、イオン伝導率測定を行います。また、硫化物系以外の固体電
解質についてもご相談ください。

⑵ 全固体電池の試作・評価
　 　全固体電池試作専用のグローブボックスを導入し、露点－80℃以
下、酸素濃度0.1ppm以下の環境での、圧粉成形タイプの全固体電
池の試作が可能です。小型の混練機、塗工機も備え、塗工電極をもち
いた全固体電池の試作も可能です。

⑶ 電極構造最適化、劣化解析
　 　イオン伝導性と電子伝導性を両立する電極構造の最適化は、全固
体電池の最重要課題です。当社は充放電 in situ SEM観察をはじめ
とする最新の物理解析技術と、内部抵抗解析を組み合わせた電極構
造制御技術により、電極の設計開発を支援します。

　当社はこれまで、「液系」リチウムイオン電池においては、試作・評価から、
物理解析・化学分析による反応解析、劣化解析、コンピュータシミュレーショ
ン、安全性試験まで、総合的な評価メニューを数々提供してきています。
　「全固体」電池においても、固体電解質の試作から安全性試験までの
総合評価技術により、電池設計や構成部材の研究開発をされているお
客さまの試験評価・解析のご要望に柔軟にお応えします。

新技術
技術本部　材料ソリューション事業部

技術本部　機械・プロセスソリューション事業部

新技術
恒温恒湿槽付
50ｋＮ疲労試験機による樹脂製品の強度評価

ここにも科学

精度制御機構
　（調速・脱進機）

鐘

時計駆動用錘

鐘を鳴らす錘

　冒頭から恐縮だが、この文章を読んで
いる「今」は、何時何分だろうか。
　手元の腕時計を確認した人、スマホの
画面をのぞいた人、あるいは壁掛け時計
を確認した人もいるかもしれない。手段
はどうあれ、時刻を知ることは、今や外の
天気を知ることより容易な時代となった。
　ところが最近まで、「時間」はごく限ら
れた一部の人だけのものであったらし
い。時計の歴史に詳しいセイコーミュー
ジアム館長・渡邉淳氏は次のように語
る。「古代エジプトで王の威を示すために
建てられたオベリスクは、実は日時計の
役割も果たしていました。また中世ヨー
ロッパでも町の中心にあったのは教会の
時計塔です。太陽の動きから導き出され
た“時間”という概念は、いわば神が支配
するもの。すなわち時間を司ること＝人
や国を司ることを意味していたわけです」
　その後、各地で封建主義が揺らぎ、資
本主義社会が台頭する中でも「時計」は
大きな役割を果たすことになる。1300年
頃には、錘を動力とし、調速機や脱進機な
どの機構でその動きを制御する「機械式
時計」が発明されていた。機械式時計の
登場は、日の出や日の入りなど自然時間
による「不定時法」を終焉させ、一日を正
確に24等分した「定時法」への移行をも
たらした。教会に代わって新たに時を司る
ようになったのは商人やブルジョア階級
だ。彼らは手元の時計を眺めながら労働
者の時間を管理し、その対価として賃金
を払うようになる。「いわゆる時間賃金制
の確立です。新たな支配階級も同じく時
を司ることで、社会的な支配権を確固た
るものにしたのでしょう」（渡邉氏）
　時間の支配は権力をもたらす。その一
方で、覇権への野望が時計の進歩を生ん
だ例もあった。それが15世紀以降の大
航海時代である。スペイン、ポルトガル 、
イギリス、オランダなどこの時期、各国は
自らの威信をかけて世界の海へ乗り出し

ていた。大きな難題
となったのは、座
礁・遭難による経
済的損失。そのた
めには航海術、中で
も船の位置を正確
に測定することが
極めて重要になる。
緯度の計測は、北
極星の位置から導
き出すことができ
た。問題は経度だ。
東西方向にどれだ
け動いたのかを計
測する術がなかっ
た。この時期に記さ
れた『ガリバー旅行
記』の中でも「もし
不死身だったら、経度測定法や永久運
動、万能薬の発見に立ち会えるはず」と
まで記載されている。各国は莫大な賞金
を懸けて、経度計測法の確立を急いだ。
　1760年、この競争にピリオドを打っ
たのは科学者でも数学者でもなく、１人
のイギリス人大工職人だった。名前は
ジョン・ハリソン。彼が発明した航海用
時計は、先人たちを悩ませ続けた温度
による時間のズレを解消。寒暖差が激し
く、大きく揺れる海上であっても、正確に
時を刻むことができた。誤差は81日間
でたった5秒。この技術がブレイクス
ルーとなり、やがては懐中時計、あるい
は腕時計へ技術の系譜は受け継がれる
ことになる。
　それから400年以上が経過した。今や
時計の主力は、水晶の振動を利用したク
オーツ時計へ移行。大量生産による低価
格化も進行し、もはや「時を知る権利」は
支配層だけのものではなくなっている。
　では人類は「より正確な1秒」への追
求を止めてしまったのだろうか。
　答えはノーである。例えば原子ビーム

管（セシウム133）にマイクロ波を当て、共
振・共鳴を捉えることで正確な時刻を知
る「原子時計（原子周波数標準器）」の開
発が進み、その誤差は3000万年に1秒
という。また日本の東京大学を中心に研
究が続いている「光格子時計」は、周波数
429兆Hzのストロンチウムを用いること
で、300億年で1秒以内の誤差に収まる
そうだ。地球が誕生してから、まだ46億
年。こう考えるとこの技術のすごみを少し
でも理解いただけるだろう。
　ここまでくると、もはや身体で時間の
ズレを感じることは不可能だ。それでも
前出の渡邉氏は言う。「ＧＰＳ測位のさ
らなる高度化や高速通信の大容量化、
長さなど標準単位の高精度化などを考
えるとき、ほんのわずかなミクロ時間の
ズレが大きな誤差へとつながってしまう
のです」。
　この先もその時代ごとの“覇権”を懸
け、「世界で最も正確な1秒」を求める争
いは、果てしなく続いていくはずである。

　取材協力・写真提供：セイコーミュージアム

NO9. 時計
時を制する者は世界を制す。
より正確な「1秒」を求める
果てのない旅路

●鉄枠塔時計/イギリス製（1500年頃）
　1300年頃北イタリアで発明された最古の機械式時計と同じ機構（重錘式
動力、冠型脱進機、棒テンプ、時打ち付き）を備えています。精度的には、一日
30分から1時間の誤差があったようです。
　この機械式時計の登場によって、ヨーロッパの時刻制度は不定時法から定
時法へと移行していきました。ちなみにソールズベリー大聖堂の時計（イギリ
ス、1386年製）が、現存する最も古い機械式時計として知られています。

●鉄枠塔時計/イギリス製（1500年頃）
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